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「世界に通用する」世界史教育を目指して
濱 口 忠 大
はじめに
来たるわが国の教育改革において、グローバリゼーションの中で生きる力を
持った人材の育成は、中核的な位置を占める目標である。科目名に「世界」を
冠する世界史教育が持つ重要性は、一層高まるであろう。世界に通用する人材
を育む世界史教育とはどのようなもので、それをいかに実践していけばよいの
だろうか。
筆者は勤務校で 2016年度にヨーロッパで在外研修を行う機会を与えられ、
長年取り組んできたイタリア・トリエステの民族問題の研究に取り組む一方
で、当地のインターナショナルスクールやイギリスの姉妹校で歴史教育を視察
する機会にも恵まれた。また、帰国後は勤務校でネイティヴ教員とのチーム・
ティーチング（TT）を行っている。本稿では、これらの経験から学んだこと
を基に、「世界で通用する」世界史教育のあり方について考えていきたい。
1．近年の生徒観
最初に筆者の教職経験と近年の生徒観について触れておきたい。筆者は兵庫
県芦屋市の私立甲南高等学校・中学校に勤務して 19年になる。今年創立百周
年を迎える中高一貫の男子校で、「世界に通用する紳士たれ」を校訓としてい
る。本稿の大仰なタイトルは、僭越ながらこれに着想を得たものである。教育
において生徒の個性尊重を大切にしており、卒業生は甲南大学に進学するのが
基本だが、近年は国内他大学や海外大学に進学する者も増加している。進路希
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望の多様化とそれに対応したコース制度の整備に伴って、同じ歴史事象でも多
様な授業形態と説明の仕方が求められるようになった。大学の授業を担当する
機会に恵まれたことや自分の子供が小学校に入学したことも合わさって、就職
当初に比べればずっと多角的に中高生への教育を考えられるようになったので
はないかと思う。
近年の生徒たちを見て筆者が特に思うのは、「与えられることに慣れすぎて
いる」ということである。コンビニエンスストアの普及や ICT の発達のお蔭
で、いつでも、どこでも、欲しいモノや情報を入手することができることが当
たり前になっている。また、これはあくまで私見だが、親がバブル崩壊後に社
会に出た世代の人が増えたためもあってか、家庭生活に一層重きを置き、子供
に愛情を注いでいる（すなわち、親が何でもしてあげる度合いが高まってい
る）ようにも思う。新学習指導要領は「主体的で対話体で深い学び」を中核に
据えているが、学校はこのような環境で育った子供たちの主体性をどのように
引き出していけばよいのであろうか。
もう一つ気になっているのが、おあつらえの「キット」のような商品、サー
ビスが世に溢れていることである。最近戯れでプラモデルを作った時、自分が
子供の頃のように接着剤や塗料など使わなくても、完成品として市販されてい
るものに何ら劣らない模型が簡単に作れることに驚いた。夕食の素材のアソー
トを宅配するサービスも出てきた。本屋に行けば「これさえ覚えればよい」こ
とを謳い文句にする参考書や教養書が目につく。
学校で「主体的で対話的で深い学び」を実践しようとする時、素材の用意が
これまで以上に教師の腕の見せ所となるであろう。元から学習意欲や資質の高
い生徒が集まる所謂「上位校」ならともかく、そうでなければ尚更である。上
述の社会状況を踏まえれば、とりあえず手順を踏んで取り組めば誰でもそれな
りの達成感を得られるキットのような教材を準備するのが一つの方法となる。
しかしながら、本当の学びのためには、個々の生徒たちが自分なりの味付け、
自分なりの学びが自由にできる楽しみが欠かせまい。時に相反する方向性をも
った課題に直面しながら教鞭をとる日々を過ごしている。その中で、ヨーロッ
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パの学校視察の経験は、貴重な手がかりとなってくれている。次節ではこれに
ついて書いていくことにしたい。
2．ヨーロッパの学校で歴史教育を視察して
ダリッチ・カレッジ Dulwich College
ダリッチ・カレッジはイギリス・ロンドン郊外にあるイギリス最大のパブリ
ック・スクールで1）、2000年以来、甲南高等学校と姉妹校の関係にある。1619
年の創立から、今年は 400周年にあたる。生徒数は約 1500人（1学年約 200
人）で、11歳から 18歳までが同じ敷地で学ぶ。教育環境は設備、スタッフと
も非常に充実している。特に羨ましく思われたのは、近くにイギリス最初のパ
ブリック・ギャラリーとして知られるダリッチ・ピクチャー・ギャラリーがあ
って2）、生徒たちがルーベンス、レンブラント、プッサンの名画を目の前にし
て美術史の授業を受けられることである。
筆者はダリッチで、歴史科を中心に、2週間ほど授業見学を許された。歴史
科の教育目標は、歴史を学ぶことで過去に加え、現在、未来を理解することで
ある。そのため、‘What’ だけでなく、‘Why’、“So What”が問われる。従って
────────────
１）イギリスの中等教育の制度について簡単に説明しておきたい。校種は大きく公立学
校とインデペンデント・スクールに分かれる。パブリック・スクールは後者に含ま
れる。中等教育の前半にあたるのがシニア・スクールで、11歳から 16歳までを対
象とする。イギリスは小学校入学の年齢が 5歳であるため、学齢は 7年生から 11
年生と呼ばれている。このシニア・スクールまでが義務教育となっており、課程を
終えると GCSE（義務教育修了試験）を受験することになる。
この後の進路はシックス・フォームと職業専門学校に分かれる。シックス・フ
ォームとは大学進学準備校のことであり、17-18歳（12-13年生）を対象としてい
る。大学受験に必要な科目を履修するのが基本であるため、生徒が受講する科目数
は少ない。反面、個々の科目は質量ともに高度で、日本では大学の教養課程レベル
に相当する授業が日常的に展開される。シックス・フォームを終えた生徒は A レ
ベル（一般教育修了上級レベル）を受験し、その結果を踏まえて大学に出願するこ
とになる。
２）この美術館は、画商、画家のフランシス・ブルジョワのコレクションを遺贈された
ダリッチ・カレッジが 1817年に設立した。
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生徒は歴史上の出来事を知るだけでなく、なぜそれが起こったか、そこからど
の様なことが言えるか、といった因果関係についても深く考察することが求め
られる。
個別の授業は、低学年では通史的な展開が行われるが、高学年はテーマ別に
行われる。ロシア史3）、第一次世界大戦史の講座が多く、日本史は皆無である。
日本と同じ島国だが、他国との関係が古くから密接だったためか、国史－外国
史（世界史）の区別はない。授業形態は、高学年になるほど講義、文献購読が
主体となり、特に目新しいものは無い。ところが生徒たちは自分の知識を基に
積極的に発言や質問を行うため、授業が自ずと「アクティブラーニング」にな
っていくことに驚かされた。生徒が特に求められるスキルは、複数の史資料を
バランスよく分析した上で自分の見解を示す能力で、A レベル試験の受験の
ためにも必須である。こうして培われた論理的思考力があるために、イギリス
社会では学生時代に歴史を学んだ者が高く評価されるそうである。これは日本
で歴史教育の方向性を模索する我々も、ぜひ留意しておくべきことであろう。
もう一つ興味深かったのが、放課後に教員と生徒が合同で“History Society”
という研究会を運営していることである。ゲストに大学教員がしばしば招か
れ、生徒たちはここでも堂々と渡り合おうとする。勉強会の後は懇親会があ
る。この国の学校では 18歳になれば生徒も飲酒が許されるため、生徒がワイ
ングラスを片手に、「過去は本当に存在するか」という歴史哲学的な議論を教
員と繰り広げつづける姿が印象的であった。
インターナショナル・スクール・オブ・トリエステ International School of
Trieste
トリエステ滞在中は、娘がお世話になったご縁でインターナショナル・ス
────────────
３）ロシア史の授業が多いというのは、ロンドン大学歴史学研究所（IHR）で知り合っ
た大学院生たちからも聞いた話で、ダリッチ校に限った話ではないそうである。根
底には「グレート・ゲーム」の時代以来、イギリスがロシア研究に精力的に取り組
んできた歴史がある。
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クール・オブ・トリエステ（略称 IST）の歴史の授業を見学させて頂く機会に
恵まれた。1学年は約 30名、2歳から 20歳まで総計 350名という多様な年齢
層、国籍の児童、生徒が学ぶ学校である。卒業後は英米の大学への進学を目指
す生徒が多い。
歴史の授業では、イギリスのようなテーマ別学習を土台にしながら、時系列
もより意識されていた。また、一般的な歴史の知識を学んだ後、高学年におい
て環境問題など、現代的な視点でテーマを立てて歴史を見直すカリキュラムも
組まれていることが興味深かった。一方で、筆者が研究テーマとしているトリ
エステの民族問題の歴史への取り組みについて伺うと、あまり扱わないという
返答だった。国境の町トリエステの中でも、IST が立地するオピチーナ地区は
スロヴェニアとの国境まで車で 10分程度の場所にある。生徒がイタリア系で
あれスロヴェニア系であれ、身内の年長者から生々しい体験談を聞いているた
め、このテーマには「相当慎重に取り組まねばならない」からである。
さて、IST の授業実践では異学年間の交流の取組みも面白かった。違う学年
が同じテーマを調べ、合同で発表会を行う。筆者が見学した際は啓蒙思想家に
ついての発表の準備の真っ只中だった。下級生は上級生に負けないようにと発
奮するし、上級生も下級生の前で恥ずかしいことはできないからと頑張るの
で、相乗効果が期待できる。これはわが国でも、時間割を調整すればすぐに実
践できそうである。特に中高一貫教育の学校では試してみる価値があるように
思う。
ヨーロッパの授業実践から学ぶアクティブラーニング
以上のとおり、筆者はヨーロッパで二つの学校の歴史教育を視察した。だ
が、いま日本で話題になっている「アクティブラーニング」については一度も
耳にしなかった。なぜならば、それが当たり前だからである。その成立要件と
は何か、筆者なりに考えてみた。
まず指摘できるのは、授業時間数が十分に確保されていることである。履修
科目数が少ないから、知識伝達と探究活動のバランスが取れる。議論主体の授
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業だが、担当の先生は決して知識伝達を疎かにはしないと仰る。低学年の幅広
い通史的な学習から高学年のテーマ別に掘り下げた授業までの体系的な設計図
がしっかりと作られているのだ4）。
次に生徒のメンタリティについても触れねばなるまい。日本に比べて教師は
教師、生徒は生徒という線引きが良くも悪くもしっかりしているように感じら
れた。だからこそ、議論が白熱することこそあれ、脱線して収拾がつかなくな
ることはない。また、ヨーロッパには議論することが当たり前の家庭、社会環
境があることにも留意せねばならない。イタリア人におしゃべり好きが多いの
は日本でも一般にイメージされている通りだが、イギリスでロンドン大学歴史
学研究所のセミナーに参加した時、博士論文を準備中の学生の報告に老若男女
が自由に参加してきて、思い思いに自分の知識や感想を披露しながら質疑応答
を行う姿にもカルチャー・ショックを受けた。
最後に、議論主体の授業を展開する中で教師がどのようなことを心がるべき
かを IST の先生に伺うと、‘Questioning’（問いかけ）という答えが返ってき
た。議論が有意義な方向に向かうためには、教師の問いかけが鍵になる。その
ための教材研究が欠かせないのである。
3．勤務校でのネイティヴ教員との TT について
在外研修からの帰国後、筆者は勤務校で在校中及び卒業後の海外留学を目指
す生徒を対象としたグローバル・スタディ・プログラムの特色科目「国際教養
（英語では Liberal Arts と表記、週一単位）」を担当することになった。ネイテ
ィヴ教員のマシュー・シャピロ氏とのチーム・ティーチングだが、シャピロ氏
は歴史学への造詣が深く、この授業の経験からも多くを学んでいる。本節では
これについて書いていくことにしたい。
国際教養の授業が目的とするのは、‘Holistic’（全体論的）というキーワード
────────────
４）後出の同僚シャピロ氏によると、この仕組みを“Drilling down”と呼ぶそうであ
る。
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の下、ある事象を多角的に捉えて考える力を育むことである。初回の授業で生
徒に靴の写真を見せて、どんな学問の観点から考察できるかと問いかける。彼
らがすぐに思いつくのは健康科学だが、他にデザイン、テクノロジー、マーケ
ティングなど様々なアプローチが可能である。そのような学問横断的な学びを
目指している。
国際教養の授業は中学 3年生と高校 1年生を対象に開講しているが、筆者の
担当は「歴史と文化」をテーマとする高校 1年生の授業である。授業は一般
に、日本人教員が通常の世界史で習うような時代の概略を英語で説明し、その
後ネイティヴ教員がその時代を代表する文化や技術をクローズアップして解説
するという順番で行っている。例えば中世ヨーロッパの授業では、筆者の時代
概観に続き、シャピロ氏が昨年は武器（投石機や兵士の装具）、今年はヴァイ
キング神話というテーマを立てて詳細な解説をしてくれた。筆者の時代概観
は、彼の話の前座のようなところもある。ただ、一年間、週一コマの授業で西
洋史全体を概観し、しかも自分の持ち時間 30分の中で英語に日本語要約も交
えた解説を行い、さらに生徒への問いかけまで組み込むという試みは、無謀と
いう批判を免れえない反面、相当にチャレンジングで普段と違った勉強にもな
っている。
この授業を始めた時にシャピロ氏が語り、筆者も是非共有したいと思った理
想が“Feel History ALIVE”、歴史を過ぎ去ったものではなく、今を生きるもの
として感じてほしいということである。それは単に現在世界で起こっている出
来事を歴史事象と関連付けて考察するというだけではない。シャピロ氏は歴史
を追体験するユニークなプログラムを色々と企画してくれる。夏休みの特別授
業では、美術教室を借りて生徒たちに中世ヨーロッパ風の盾を作らせた。デザ
インを考えてもらうに際しては、盾に描かれた個々の紋章にはどのような意味
が込められていて、それがどういう規則に従って配置されているかの解説が行
われた。盾が出来上がると、生徒の代表数名が、シャピロ氏の用意した騎士や
ノルマン人兵士の鎧のレプリカも身につけて中庭で模擬合戦を行った。このよ
うな追体験をしないことには、中世の騎士の思いなど理解できないだろうと彼
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は言う。
4．評価について
次に評価方法について私見を述べておくことにしたい。知識伝達でなく、生
徒の主体性を重視した授業を実践しようとする中で、評価方法はどのように対
応すべきなのであろうか。
プレゼンテーションなどの平常課題では、勤務校でもルーブリックの使用が
広がってきている。図 1のように、学習到達度を示す評価基準を観点と尺度か
らなる表として示したものである。生徒は事前に課題の評価基準が明示される
と共に、事後にはフィードバックを通して自分の学修状況を振り返り、今後の
学修を深めるツールとして活用することができる。
問題は、定期考査や入学試験において、こうして培われた主体的に学ぶ力を
どのように評価するかである。イギリスの A レベル（一般教育修了上級レベ
ル）の試験は一つの理想であろう。試験は論述問題のみで、セクション A で
は史料の相互参照や信憑性の判断を鍵に、思考力が問われる。セクション B
では「ボーア戦争はブリテンを強化した──1899-1914年の期間に関して、こ
の見解へのあなたの賛否を述べなさい」といった問題によって、自分の歴史認
識を提示することが求められる。生徒は授業を通して基礎知識を学びつつ、自
分でその歴史事象のプラス、マイナスの両面をバランスよく考えねばならな
い。そこから新たな課題を見出して探究を重ねる。A レベル試験は、そのよ
図 1
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うな能動的学習者でなければ対応できないように作られている。
A レベル試験は論述主体かつ年に複数回実施されるために採点業務が大変
だが、民間の複数の業者が行うものであるから高等学校や大学の教員が採点に
追われることはない。対してわが国にはそのような仕組みがないから、これか
らも四択試験を取り入れることは避けて通れまい。昨年実施された新学力試験
試行調査において「何」よりも「なぜ」を考える力を問う傾向が見られたこと
は歓迎したい。一方で今後、史料問題の分量が多くというよりも長くなって国
語力を問う要素が強まれば、今までよりも歴史嫌いの生徒が増えないかという
懸念がある。
筆者が A レベルに対応できるような授業をしてみたいとシャピロ氏に相談
した時、日本の現行の授業時間数や試験制度の枠組みでは「A レベルの入口
しかできないのではないか」と答えられた。「世界に通用する」歴史教育を目
指す上での長期的な課題がここにあるように思われ、脳裏から離れない。
おわりに
本稿では今後の我が国の高等学校における歴史教育の新たな方向性につい
て、海外の学校視察やネイティヴ教員との TT の経験から手掛かりを探ってき
た。しかしながら、こういった経験からいかに学べるかを考える時、逆に日本
人に合った歴史教育のあり方とはどのようなものかについても考えずにいられ
なくなる。ヨーロッパで見学したディスカッション主体の授業は確かに素晴ら
しく、我が国で「世界に通用する」人材を育成しようとするうえで大いに学び
たい。しかしながら彼の地の授業は、先に触れたとおり、カリキュラム上の余
裕とか、子供たちが日常的に議論することが当たり前の家庭、社会環境の中で
育つことといった背景の違いを忘れてはいけない。欧米教育の良い所を表面的
に見て取り入れようとするだけでは、成功は期待できない。本稿で取り上げて
きた事例の中で、“History Society”、異学年間交流、歴史追体験への試みとい
った取り組みは、比較的すぐに取り入れやすいのではなかろうか。本稿で紹介
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したことが新たな歴史教育への第一歩となってくれれば幸甚である。
最後にわが国の世界史関係の教育課程の改編にもいくらか言及しておきた
い。間もなく世界史と日本史を総合的に学ぶ新教科「歴史総合」が導入され
る。これに続く形で「世界史探究」も新設され、そこで「主体的で対話的で深
い学び」を実践するために、学習する歴史用語の削減、あるいは通史の授業を
なくすといった可能性が論じられるようになった。筆者は各々の方向性に反対
を示すものではないが、我が国の高校教育における歴史の限られた授業時間数
の中で、この二つの基軸が組み合わされることには危惧もある。世界史の教科
書のかなりの部分を遠く離れた欧米の話が占めているというハンデを踏まえれ
ば、世界史全般の基礎知識の提供を疎かにしてはいけないのではないかという
ことである。先述のとおり、イギリスは日本と同じく島国だが、国史－外国史
を区分しえないうえに、授業時間数にゆとりがあるからこそ、低学年で全体像
を掴んでから高学年で特定のテーマに沿って探究力、思考力を育む授業へとい
う展開ができる。翻って我が国では、一部の私立学校などを除けば中学校まで
は世界史を殆ど学ばないカリキュラムになっている。経験上確言できるが、生
徒主体の授業展開では先行知識の有無で食いつきが全然違う5）。高等学校に入
学して初めて世界史を、それも日本史と関連付けて学ぶのは決して容易なこと
でない。加えて生徒の活動を重視した授業を行うとなれば、担当者には相当周
到な準備が求められるであろう。また、限られた授業時間数の中で探求型の授
業を行うために、現代につながる度合いが高い部分を重点的に扱うのは尤もな
ことだが、仮に古代、中世の時代背景を十分に扱わずに近現代史主体の授業を
行うとなれば、「木を見て森を見ず」にならないかという懸念が付きまとう。
「歴史総合」にせよ「世界史探究」にせよ、小針誠氏が講談社現代新書『ア
クティブラーニング』に記しておられる「じゅうぶんな知識をもたないまま、
アクティブラーニングを実践すれば、知識の活用どころか、熟慮を経ないま
────────────
５）近年の個人的な授業実践でいえば、琉球からみた世界史とか、ザビエルからみた日
本といったテーマが生徒に好評である。
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ま、表層的な直感や感情を述べるだけか、ただただ活動に参加している／させ
られていることになります。」という警句は、授業を担当しようとしている
我々が今まさに肝に銘じておくべきことであろう6）。
────────────
６）小針誠『アクティブラーニング』（講談社現代新書、2018年）、229頁。
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